
 

  

オノクリニック所長就任のごあいさつ 

 平成 26 年 4 月より細川先生の後任としましてオノクリニック所長に就任しました淡田修久（あわたのぶ

ひさ）と申します。これからも皆様方の健康保持のためスタッフ一同と力を合わせ努力させていただく所存

です。 

いつまでも健康で元気で働き人生を楽しみたい、と言うことはすべての人たちの望みだと思います。わ

れわれのクリニックでは、人間ドック・健康診断・日常の診療を通じて皆様方のこのような希望、努力の手

助けをさせていただきます。さらに、クリニックにおける精密検査、日頃の患者様のかかりつけ医との連携

による診療、提携医療機関や大学病院とタイアップした高度医療の提供、などが適切に行える体制も整

えています。何卒よろしくお願いいたします。  
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「オノクリニック」の活動 ―薬の開発研究について                                                 

 薬は病気の治療手段として重要な役割をはたしています。患者さんのために病気の治療レベルを上昇させ

るには新しい薬の開発が必要となります。オノクリニックは平成 7 年（1995 年）の開設時より新しい薬の開

発にともなう医学臨床研究（治験）の手助けも行ってきました。 

 新しい医薬品が開発され有効性が確認されて保険診療手段として認められるには、その医薬品に医学的評

価を加える必要があります。薬が公に認められるまでには次のような臨床研究（治験）の段階があります。 

第Ⅰ相：健常者に投与され、薬として安全に使用されるか、が検討されます。 

第Ⅱ相：医薬品の使用対象となる病気の患者さんに投与され、病気の治療に使用できるか、が検討されます。 

第Ⅲ相：対象とする病気の治療に従来から使われている薬とくらべ新しい薬に価値があるのか、が検討されま

す。多くの場合、従来薬との比較試験が行われます。 

第Ⅳ相：承認販売後にも安全性、有効性の追跡調査が行われます。 

以上の段階を経て、薬の医学的な有効性が確認されて行きます。 

 



「一口健康メモ」  

高血圧について（中） 

高血圧症について前回は一般的な話をさせていただきました。高血圧症と判断される診療上の

基準は収縮期血圧（上の値）140以上ないし拡張期血圧（下の値）90以上の場合であること、高血

圧は自覚症状がほとんどないのにもかかわらず、そのまま高血圧症を放置しておくと脳・心臓・血

管系・腎臓などの病気の発生率が高くなること、がそのポイントでした。 

今回は自宅で血圧を測る際の注意について述べます。高血圧症の方だけでなく自宅で血圧測定を

行っておられる方々を多くおられることでしょう。新しい「高血圧治療ガイドライン２０１４」（以

下の記述はこのガイドラインを参考に述べています）でも自宅で測定された家庭血圧値の重要性が

強調されています。継続して適切に測定された家庭血圧の結果は医学情報としては治療を考慮する

際の重要情報となります。また投薬をおこなっていただいているなど日常治療が行われている際に

は、その担当医師には有益な参考データです。 

では具体的な測定について述べます。測定装置は上腕でｶﾌ（腕に加圧ﾏﾝｼｪｯﾄを巻く）ものを選択

します。手首や指で測定する装置では血圧値が不正確になります。静かな環境で、1－2 分の安静

後、坐位でいつも決めた側の腕で測定します。測定のタイミングとしては朝起床後 1時間以内（服

薬前）、晩就寝前が標準的に選ばれます。その他のﾀｲﾐﾝｸﾞでも常に一日に内の決められた時点で測

定されるのが望まれます。できれば１機会に２回測定しその平均をとること。家庭血圧での高血圧

症判定基準としては、収縮期血圧 135 以上ないし拡張期血圧 85 以上、が定められています。実際

の診療に役立てるためには週５日以上の測定、できるだけ長期間測定を続けられることが大切で

す。 

家庭血圧測定のポイント 

・測定は安静、坐位で行い上腕で計測します。 

・収縮期血圧１３５以上ないし拡張期血圧８５以上が標準的診断基準です。 

・週５日以上、できるだけ長期間続けて測定すること。 

 

    

                                              

 


